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今
日
の
件
一
本
主
義
経
済
組
織
に
あ
っ
て
、
質
問
山
内
木
は
同
尺
経
済
を
義
う
と
乙
ろ
の
一
式
は
ど
血
液
で
あ
る
。
従
ク
て
代
幣
性
(
本
の
授
受
左
行
う
と
こ
ろ
の
金
融
機
関
は
、
同
民
経
済
な
る
有
例
制
休
の
循
川
町
川
市
に
相
当
す
る
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
は
、
底
火
用
い
ら
れ
る
比
除
的
な
説
切
で
あ
る
。
と
の
令
一
帥
椛
閃
の
巾
に
あ
ク
て
、
銀
行
は
そ
の
中
枢
的
た
存
在
を
注
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
銀
行
と
は
何
か
」
と
云
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
仰
叫
ん
け
は
必
ヂ
し
も
問
中
で
は
な
い
。
そ
れ
は
銀
行
が
、
経
済
社
会
の
発
展
に
応
じ
て
そ
れ
自
体
、
限
史
的
に
変
化
し
発
述
し
て
き
た
か
ら
で
、
時
代
に
上
り
又
川
に
上
り
そ
の
業
態
、
職
能
を
具
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
ω概
ヘ
ん
な
川
川
広
す
る
上
に
於
て
、
処
行
川
に
の
川
史
的
発
述
ω上
に
位
置
づ
け
て
考
察
す
る
と
と
は
、
問
題
を
豆
し
く
理
解
す
る
た
め
に
川
W
、
で
お
る
が
、
こ
の
小
品
で
は
、
飢
行
の
間
企
を
巧
山
れ
す
る
に
あ
た
ク
て
、
銀
行
の
職
能
を
め
ぐ
ク
て
相
対
立
す
る
立
場
に
あ
る
こ
つ
の
刊
九
州
た
小
心
に
、
小
川
干
の
汚
内
山
花
試
み
た
い
H
一
般
に
飢
行
口
、
一
方
に
於
て
預
令
一
を
交
入
れ
、
他
方
に
が
、
て
刊
、
山
川
J
投
作
一
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
銀
行
の
受
信
的
業
務
又
は
受
効
的
業
務
q
g巴
a
〈
m
g各
位
。
と
称
せ
ら
れ
、
役
者
が
授
伝
的
市
政
え
は
能
効
的
業
務
(
〉
EP4mg岳
山
仲
間
円
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
ら
銀
行
の
二
面
的
活
動
は
、
債
権
ほ
務
関
係
に
於
て
貸
併
対
照
夫
に
対
一
不
せ
ら
れ
符
る
。
然
し
紅
が
ら
銀
行
の
国
民
経
済
の
中
で
果
す
役
割
に
つ
い
て
、
と
の
職
能
如
何
を
問
題
と
し
た
場
合
、
そ
の
泌
か
れ
る
と
こ
ろ
は
必
宇
し
も
統
一
的
で
は
な
い
。
と
ふ
で
は
職
能
川
一
寸
説
の
代
表
的
訟
も
の
と
し
て
、
信
用
保
介
説
と
信
用
創
造
説
に
つ
き
汚
点
川
な
治
め
よ
う
。
飢
行
の
職
能
、
従
ク
て
そ
の
本
質
に
関
し
て
、
信
用
媒
介
説
一
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
主
張
が
あ
る
。
銀
行
を
以
て
信
用
の
媒
介
機
関
と
次
す
も
の
で
、
受
信
的
業
務
を
主
促
す
る
。
例
え
ば
ギ
ル
パ
1
T
Q
・
巧
-
Q
-
Z
2
)
は
、
「
銀
行
は
資
本
商
人
で
あ
っ
て
、
更
に
適
明
に
.
バ
う
以
ら
ば
行
収
山
市
人
で
あ
る
。
銀
行
は
借
主
と
貸
主
と
の
問
に
立
ク
媒
介
者
で
あ
る
。
一
方
よ
り
借
入
れ
て
他
方
に
貸
出
し
、
貸
れ
条
件
ω主
仰
が
銀
行
利
川
の
加
来
で
あ
る
。
」
と
し
τ
い
る
。
(
註
1
)
乙
れ
に
よ
っ
て
銀
行
は
佃
人
の
手
に
あ
る
と
き
は
、
非
生
産
的
に
し
て
小
額
の
貨
幣
を
吸
集
し
、
取
引
に
必
要
な
附
加
的
作
一
本
を
要
す
る
も
の
に
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
亡
の
見
解
は
叉
リ
1
フ
(
司
-
F
g
C
の
と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
英
国
に
於
て
は
銀
行
発
達
の
沿
平
か
ら
し
て
、
銀
行
な
る
名
称
は
通
常
、
預
金
銀
行
以
外
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
伝
統
的
な
比
鮮
は
、
当
座
預
金
の
受
入
れ
と
こ
れ
に
対
す
る
小
切
手
の
振
出
し
が
、
銀
行
に
と
り
此
4may-
川
旬
以
治
的
で
あ
る
し
し
し
て
い
る
n
リ
1
ブ
は
、
銀
行
は
小
切
手
を
以
て
要
求
次
第
支
払
わ
れ
る
預
金
在
、
公
衆
よ
り
受
入
れ
る
仙
人
え
は
公
社
℃
あ
る
し
し
し
、
何
代
行
が
「
一
い
川
ω
川
川
注
者
会
宮
内
拝
。
円
ω
。
同
日
立
一
昨
)
」
で
あ
る
と
す
る
言
葉
の
限
時
さ
を
指
摘
し
、
刊
行
口
約
り
る
以
上
に
刊
し
作
る
も
ω
で
は
次
い
と
し
て
い
る
。
(
註
2
)
こ
ω他
シ
ュ
ル
ヅ
ェ
・
ゲ
パ
1
ニ
ッ
ツ
(
印
。
F
5
]
N
0
・の
S
S円ロ芹
N
)
、リ
1
サ
l
c
-
E
2
8
3
、
グ
マ
リ
l
(句・
ω。
B
R
U
1〉
等
は
こ
の
川
ω比
仰
に
立
ク
論
点
引
で
あ
る
。
(
註
3
)
川
一
九
州
乙
の
立
勾
に
立
ク
人
え
の
問
に
も
そ
の
主
張
に
若
干
の
相
具
が
あ
り
、
叉
銀
行
の
佼
伝
的
業
務
の
限
能
を
決
し
て
無
但
す
る
も
の
で
は
な
い
口
日
ハ
似
行
が
貨
幣
、
信
用
を
受
入
れ
る
点
に
、
即
一
v
h
J
債
務
者
と
し
て
の
地
位
を
第
一
義
的
に
見
る
も
の
で
、
そ
こ
に
銀
行
の
主
要
な
服
能
を
見
川
す
も
の
で
あ
ク
て
、
投
信
的
業
務
は
乙
の
受
信
的
業
務
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
点
に
於
て
は
、
大
休
共
通
す
る
も
の
で
あ
ク
て
、
従
ク
て
そ
の
授
信
的
業
務
を
決
定
す
る
も
の
が
、
銀
行
の
受
信
的
業
務
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
口
か
く
て
銀
行
の
木
質
的
な
服
能
在
、
と
の
銀
行
の
信
用
媒
介
に
求
め
ん
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
(註
1
)
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p
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R
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2市
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切
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角
守
口
問
加
の
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命
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団
E
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問
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広
F
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戸。ω
。・
信
用
媒
介
説
に
対
す
る
信
用
創
造
説
の
主
張
す
る
と
と
ろ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
媒
介
説
が
銀
行
の
授
信
的
業
務
を
決
定
す
る
も
の
が
、
受
信
的
業
務
で
あ
る
と
す
る
に
対
し
て
、
銀
行
の
授
信
的
業
務
を
第
一
義
的
た
も
の
と
し
て
重
視
す
る
も
の
で
、
銀
行
の
信
用
受
領
は
そ
の
信
用
供
与
に
依
存
す
右
も
の
で
お
る
と
す
る
。
銀
行
は
預
金
の
受
入
れ
に
よ
ク
て
貸
出
を
行
う
と
云
う
よ
り
は
、
先
づ
貸
出
が
行
銀
行
問
問
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
一一
一
経
営
と
経
済
一
三
四
わ
れ
る
こ
と
に
よ
ク
て
預
金
が
生
歩
る
の
で
あ
ク
て
、
乙
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
銀
行
が
銀
行
券
又
は
預
金
貨
幣
を
造
出
す
る
乙
と
に
よ
ク
て
、
新
た
に
支
払
手
段
を
造
出
し
符
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
か
t
A
る
治
山
ω政
能
は
、
銀
行
ωみ
の
よ
く
行
い
得
る
と
己
ろ
で
あ
る
。
従
ク
て
銀
行
の
受
信
的
業
務
は
、
授
信
的
業
務
の
反
映
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
銀
行
ω水
質
的
な
職
能
が
か
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
口
乙
の
立
場
に
立
ク
論
者
と
し
て
は
、
先
づ
マ
ク
レ
オ
l
F
(
出
・
ロ
・
宮
何
百
]g円
四
)
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
見
併
は
次
の
一
一
一
日
実
の
う
ち
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
吾
え
ぬ
銀
行
及
び
銀
行
家
の
木
町
と
本
性
と
を
、
要
求
払
の
信
用
を
創
造
し
、
発
行
す
る
こ
と
に
あ
る
と
見
る
。
乙
の
信
用
は
流
通
し
、
且
ク
貨
幣
の
あ
ら
ゆ
る
職
能
を
来
す
乙
と
が
立
図
さ
れ
て
い
る
口
そ
れ
故
銀
行
は
貨
幣
を
「
借
り
」
又
「
貸
し
」
す
る
た
め
の
庖
舗
で
は
な
く
し
て
、
信
用
の
製
造
所
な
の
で
あ
る
。
:
:
:
銀
行
は
金
鉱
で
あ
る
。
」
と
ロ
(
註
1
)
克
に
ク
ピ
け
て
媒
介
況
ω主
張
す
る
と
乙
ろ
に
反
対
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
処
行
家
は
貨
幣
商
人
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
公
衆
ω
一
方
か
ら
代
以
山
を
借
り
、
と
れ
を
他
方
に
貸
す
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
は
銀
行
家
は
貨
幣
商
人
で
は
た
い
。
銀
行
家
の
唯
一
の
職
能
は
一
一
い
用
を
創
造
し
発
行
す
る
乙
と
で
あ
る
。
銀
行
家
は
借
り
よ
う
と
す
る
者
と
、
貸
そ
う
と
す
る
者
と
の
中
間
に
あ
ク
て
、
単
な
る
媒
介
者
と
し
て
泊
劫
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
ク
て
銀
行
利
潤
は
、
貸
借
貨
幣
の
利
子
の
差
額
に
よ
ク
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
源
泉
は
支
払
準
備
金
と
し
て
保
有
す
る
高
以
上
に
、
信
用
を
創
造
し
、
発
行
す
る
こ
と
に
よ
ク
て
つ
く
ら
れ
る
乙
と
に
あ
る
と
し
て
、
(
註
2
)
ま
さ
に
ギ
ル
パ
1
T
の
見
解
と
対
照
的
で
あ
る
。
彼
の
一
氏
う
要
求
払
の
信
用
は
、
貨
幣
と
同
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
銀
行
券
と
同
様
で
あ
る
。
そ
乙
で
貨
幣
を
創
造
す
る
と
乙
ろ
の
も
の
は
、
発
券
銀
行
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
預
金
銀
行
も
又
同
様
で
あ
る
。
マ
ク
レ
オ
1
F
は
信
用
創
造
説
の
近
代
的
な
展
開
の
上
に
於
て
、
大
な
る
業
献
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
ク
て
信
用
媒
介
説
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ク
た
。
彼
の
信
用
理
論
は
、
又
同
時
に
独
逸
ω信
用
理
論
に
於
け
る
発
展
の
過
程
で
、
そ
れ
へ
の
反
対
論
を
も
生
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
シ
ュ
ン
ベ
1
グ
I
C
・
2
F
Z
5
3
z
c
、
ハ
l
y
(
k
r
・
出
向
島
ロ
)
に
よ
ク
て
、
信
用
創
造
説
に
於
け
る
洞
た
な
る
発
民
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
ク
た
口
シ
ユ
シ
ベ
l
グ
1
の
一
信
用
割
論
は
、
彼
の
所
謂
経
済
の
循
環
と
発
民
の
問
題
に
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
信
用
は
本
質
的
に
企
業
者
に
譲
渡
す
る
目
的
で
、
、
注
さ
れ
る
と
と
ろ
の
購
買
力
創
造
(
同
g
p
g片
言
岳
民
P
ロ
向
)
で
あ
っ
て
、
単
に
既
存
の
購
買
力
を
譲
渡
す
る
と
と
で
は
な
い
。
信
用
の
供
与
は
、
新
た
に
創
造
さ
れ
た
信
用
支
払
手
段
に
工
ク
て
呆
さ
れ
符
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
し
rv
創
造
さ
れ
た
購
買
力
は
、
企
業
者
に
対
す
る
伝
川
の
供
与
に
対
し
て
役
立
ち
、
且
ク
又
と
れ
に
対
し
て
の
み
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
彼
に
於
て
は
、
一
い
川
の
供
与
は
山
口
力
の
例
治
を
立
味
し
て
い
る
0
(
註
3
)
か
く
て
経
済
の
発
反
過
程
に
於
て
、
企
業
者
の
資
令
.
川
ぃ
山
川
川
、
が
如
何
に
し
て
ボ
め
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
円
や
一
小
一
五
引
円
身
が
次
凡
金
を
所
有
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
調
達
は
銀
行
に
よ
る
通
貨
創
治
で
わ
け
、
そ
れ
は
附
に
何
人
か
ω
千
却
に
作
十
代
し
て
い
火
山
川
口
力
の
移
転
で
は
左
く
、
む
し
ろ
新
た
な
る
も
の
が
無
か
ら
創
造
さ
れ
て
問
弁
ω山
口
力
に
附
加
さ
れ
て
流
通
せ
し
め
ら
れ
る
と
乙
ろ
に
、
発
民
の
た
め
の
典
型
的
な
金
融
の
源
泉
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
(
註
4
)
か
く
て
と
k
に
銀
行
の
・
本
質
的
な
職
能
が
あ
り
、
「
処
行
弐
は
中
に
「
購
買
力
」
た
る
商
品
の
中
間
商
人
(
N
三
ω
岳
g
g
z
zる
で
は
訟
く
、
叉
乙
れ
を
第
一
義
曹
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
何
上
り
も
光
づ
乙
の
商
品
の
生
産
者
}
(
H
M
g
品ロ
N
g
C
な
の
で
あ
る
。
」
(
註
5
)
シ
ユ
γ
ベ
1
グ
1
の
「
経
済
発
展
の
理
論
」
は
、
ハ
1
Y
に
強
い
M
M
洲
一
い
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
口
そ
の
著
「
銀
行
信
用
の
国
民
経
済
的
理
論
」
に
於
て
、
彼
は
マ
ク
レ
オ
1
ド
の
信
用
理
論
を
う
け
つ
い
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
(
註
6
)
同
時
に
彼
の
所
説
の
基
礎
を
-
な
し
た
と
と
ろ
の
も
の
が
、
シ
ュ
シ
ベ
1
グ
1
の
理
論
で
あ
っ
た
円
彼
の
若
者
が
一
九
二
O
年
に
公
刊
さ
れ
て
以
来
、
学
界
に
於
け
る
激
し
い
論
議
の
対
象
と
さ
れ
、
所
前
「
ハ
1
γ
文
献
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
多
く
の
者
作
、
論
文
が
世
に
出
る
と
と
ろ
.
と
な
っ
た
。
(
註
7
)
ハ
1
Y
に
よ
れ
ば
、
銀
行
が
顧
客
に
信
用
を
与
え
る
場
合
に
、
伝
用
の
供
与
矧
が
依
務
詐
悶
定
の
借
方
に
記
入
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
信
用
受
領
者
の
小
切
手
勘
定
の
貸
方
に
記
入
せ
ら
れ
る
。
信
用
受
領
者
は
、
小
切
子
問
定
に
受
入
れ
た
令
一
瀬
で
以
て
小
切
手
を
振
出
し
、
商
品
の
蹄
入
等
の
目
的
で
支
払
に
充
当
す
る
。
と
の
場
合
に
、
そ
れ
が
光
子
に
工
っ
て
依
務
の
返
済
或
は
新
た
伝
購
入
の
た
め
に
使
用
せ
ら
れ
工
う
と
、
又
は
直
ち
に
貯
蓄
に
む
け
ら
れ
主
う
と
銀
行
に
存
在
す
る
。
即
ち
貸
方
残
高
の
所
有
者
が
、
彼
の
銀
行
勘
定
を
同
じ
銀
行
に
も
っ
た
ら
ば
、
と
の
銀
行
の
貸
借
対
照
表
の
上
に
変
化
が
生
や
る
の
み
で
あ
る
口
即
ち
白
庄
の
側
で
、
信
用
受
領
者
に
対
す
る
銀
行
の
犬
抵
は
、
長
期
の
債
権
だ
け
増
加
し
、
負
債
の
側
で
、
小
切
手
貸
方
残
高
の
所
有
者
の
債
権
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
小
切
手
貸
方
残
高
の
所
有
者
が
、
彼
の
勘
定
を
他
の
銀
行
に
も
つ
場
合
に
於
て
は
、
乙
の
第
二
の
銀
行
が
彼
と
第
一
の
銀
行
と
の
問
に
入
ク
て
く
る
と
左
と
た
る
。
即
ち
彼
の
小
切
手
貸
方
残
高
は
、
彼
の
銀
行
の
短
期
債
務
と
な
り
、
第
一
の
銀
行
の
短
期
債
務
は
第
二
の
銀
行
を
債
権
者
と
銀
行
職
能
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
一
三
五
経
営
と
経
済
一一一一六
す
る
と
と
に
な
る
口
《
註
8
)
か
く
し
て
ハ
1
γ
は
、
受
効
的
業
務
を
以
て
能
動
的
業
務
の
前
提
と
す
る
考
え
方
を
し
り
ぞ
け
、
預
金
に
よ
っ
て
貸
出
が
行
わ
れ
得
る
の
で
は
左
く
、
貸
出
が
先
づ
行
わ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
と
れ
に
工
り
預
金
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
「
銀
行
の
受
動
的
業
務
は
、
能
動
的
業
務
に
対
す
る
前
提
で
は
な
い
。
受
動
的
業
務
は
、
同
時
に
行
わ
れ
る
伝
用
供
与
の
反
映
に
外
注
ら
た
い
o
」
(
註
9
)
と
主
張
し
て
い
る
。
銀
行
の
か
1λ
る
能
力
が
、
か
く
て
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
実
質
的
作
用
を
き
め
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
口
即
ち
財
貨
叉
は
効
労
を
生
内
的
日
的
に
使
用
す
る
た
め
に
、
乙
れ
の
所
有
者
か
ら
信
用
受
領
者
に
移
す
と
と
で
、
と
れ
を
実
現
す
る
機
的
L
し
し
て
、
銀
行
が
同
民
結
前
に
於
て
新
し
い
依
務
者
を
つ
く
り
出
す
と
同
時
に
、
新
し
い
債
権
者
を
も
つ
く
り
出
す
の
で
あ
っ
て
、
と
の
新
し
い
依
松
守
口
、
収
作
貸
方
残
山
を
受
取
る
乙
と
に
た
る
。
(
註
叩
)
以
上
の
如
く
し
て
ハ
1
Y
の
云
う
銀
行
の
信
用
創
造
怒
る
職
能
が
抑
一
昨
さ
れ
作
る
で
あ
ろ
う
。
乙
の
立
均
一
に
立
ク
平
討
と
し
て
外
に
、
ウ
イ
ザ
1
ス
(
出
・
者
一
岳
民
ω
)
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
ス
(
の
・
.kp
・
2
t
}
]
ぢ
ω
)
、
ミ
1
ゼ
ス
(
「
〈
・
呂
町
2
)
年
が
札
飢
え
ら
れ
る
n
(
川
口
)
近
年
代
幣
的
公
勾
引
治
の
幼
時
に
伴
っ
て
有
力
に
な
っ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
。
(花
1
)
出
・
巴
・
ν
z
n
-
g円計三回
0
4
r
m
o々
。
円
C
H
E
F
悶
E
E
-
Zミ・℃・
8
H
・
，
a
(詰
2
)
H
r
r
o
H
g島
民
Z
P
-
M
Y
A
M
O吋・
(註
3
)
M
-
m
o
z
g宮
Z
Z
4
Z
o号
宕
吋
1
5
0
r
m三
一
各
市
ロ
何
回
Z
-
o
W
H
E
n
-
3
N
0・
m羽・
5
M
l
H
a
中
山
伊
知
郎
、
東
畑
精
一
両
氏
共
訳
「
経
済
発
展
の
理
論
)
昭
和
十
二
年
二
五
入
l
二
六
O
頁
(註
4
)
P
E
s
-
z
m
m
-
ω
・
0
・・
g・
5
∞・
I
H
S
-
邦
訳
一
七
九
l
一入
O
H
(註
5
)
m
o
z
g宮件。町一
p
p・
c・-
m
-
H
H
O
邦
訳
一
入
二
一
員
(註
6
)
ハ
1
γ
は
著
書
の
内
表
紙
の
表
題
の
下
に
、
マ
グ
レ
オ
1
ド
の
有
名
な
句
、
出
5
同
B
r
u
t
H
r
Z
2
5
〉
5
2ロ
N日
〉
ロ
「
E
r
g
o
g
a
N
S
H
kpcmZ庄内ロ
40口
口
市
EwmOロ仏巾同口市山口
OKP口問時即日畔
Nロ吋何吋
Nozmロ肉
40ロ
間
同
拘
門
出
同
・
(
〉
げ
ρ
ロ
-c
ロ
HOHO町OHOWU
ロ
O仲ロロ
O町内山の
o
p円
r
げ
O吋円
04司
Emww
pロ門凶
h
R
H
O
邑
Z
m
=
Z
8
3二混同
t
H
m
p
E
P
E
p
o
n
0
4
0内
p
a
x
-
)
そ
拍
げ
、
そ
こ
に
彼
の
立
場
が
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
印
象
的
で
お
る
。
(比
7
)
ハ
1
シ
の
こ
の
刊
は
、
一
九
二
四
年
に
第
二
版
、
一
九
三
O
年
に
多
大
の
但
E
の
土
第
三
版
が
公
刊
さ
れ
た
ロ
一
九
二
六
、
七
年
頃
よ
り
ハ
1
γ
の
川
一
小
川
が
命
争
そ
主
き
起
し
、
同
時
に
多
く
の
ハ
1
γ
批
判
を
生
む
と
と
ろ
と
な
っ
た
。
第
三
版
の
序
文
に
ハ
1
パ
一
フ
(
の
・
同
与
2
-
2
)
の一
述
べ
る
知
く
、
貨
幣
及
び
信
用
に
関
す
る
新
刊
汗
に
し
て
、
詳
制
に
ハ
1
γ
の
説
に
関
説
し
な
か
っ
た
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
今
や
ハ
1
γ
文
献
が
発
展
し
て
き
た
と
述
べ
て
、
そ
の
文
献
そ
お
げ
て
い
る
。
何
こ
れ
ら
女
献
に
上
っ
て
詳
細
な
ハ
1
γ
説
及
批
判
を
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
‘
新
庄
教
授
の
「
金
融
理
論
の
折
傾
向
」
(
抗
コ
又
む
が
あ
る
D
(詰
0
0
)
k
p
・
同
岳
民
ぐ
O
H
r
z
E帥
岳
民
去
の
z
d
H
m
O
H古
aa
出
S
F
R
a
F
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8・
大
北
文
次
郎
氏
訳
「
銀
行
信
用
の
悶
民
終
的
的
理
論
」
六
六
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六
.、
.
2
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-
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川
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、
川
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b
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仰
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、
川
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灯
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パ
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H
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H
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a
g
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5
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b
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E
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E
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口
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・
同
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忠
・
(
何
回
m
F
r
4
2
5
F
4目
。
ロ
夜
間
・
回
・
回
釦
2
8・
3
ま
・
)
(
邦
訳
米
米
川
氏
以
、
白
併
及
び
流
一
山
手
段
の
問
論
)
そ
-
の
仙
と
の
刊
文
献
と
し
て
次
の
上
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
。
・
可
・
ロ
昆
弘
司
一
町
内
吉
田
吉
田
聞
のロ吋同市ロ
0
3
bロ回同門
2HOU1
】
。
ロ
吉
田
}
民
間
口
o
u
o
g
r
r
H∞
∞
吋
・
回
目
印
}M2一
時
}H叩
吋
ロ
吋
の
}
H
a
E
m
p
V
4
4
2
0『
宮
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ロ
o
w
-
H
2
H・
戸
。
・
同
mw
認
可
申
ヨ
(じロ叫同町ロロ
U1
自
白
口
同
丘
町
時
・
]
号
]
戸
。
・
ロ
・
同
・
問
。
げ
印
吋
門
出
O
口
一
己
oロ巾
w
w
r
v
M
M
・一「・
F
F
g
m
r
E豆
、
円
}
H
o
p
-
ロの仲間
L
g
。
『
出
。
ロ
4
・
30ω
・
街
マ
グ
レ
オ
1
ド
や
ハ
1
Y
の
信
用
創
治
の
開
愉
は
、
そ
の
が
一
米
川
に
於
て
新
し
い
発
展
方
向
を
辿
っ
た
む
即
ち
ブ
イ
リ
ッ
プ
ス
に
工
っ
て
信
用
創
造
の
限
界
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
削
々
の
銀
行
に
於
け
る
場
合
と
、
銀
行
組
織
全
体
に
於
け
る
均
合
の
そ
れ
の
問
題
に
発
展
し
て
い
っ
た
口
四
信
用
媒
介
説
と
信
用
創
造
説
と
の
対
立
の
内
包
す
る
芯
味
は
荒
川
河
な
も
の
で
あ
る
。
(
註
1
)
即
ち
信
用
媒
介
の
職
能
は
、
銀
行
は
貨
幣
の
移
転
を
な
す
の
み
で
あ
っ
て
、
貨
幣
の
流
通
量
に
対
し
て
削
減
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
乙
れ
に
対
し
て
信
用
創
造
の
職
能
は
、
銀
行
が
乙
れ
に
よ
っ
て
貨
幣
の
数
量
を
増
減
せ
し
め
得
る
と
と
を
意
味
す
る
。
銀
行
が
同
民
経
済
に
対
し
て
積
極
的
た
役
割
を
果
し
得
る
の
は
、
と
の
貨
幣
創
造
の
機
能
を
通
し
て
で
あ
る
と
考
え
符
る
。
従
っ
て
と
の
両
説
は
叉
、
預
金
貨
幣
論
と
預
金
非
貨
幣
論
と
の
対
立
に
も
通
宇
る
も
の
が
あ
る
と
一
一
一
口
い
符
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
貨
幣
を
金
属
貨
幣
、
政
府
紙
幣
乃
至
銀
行
券
に
規
定
す
る
た
ち
ば
、
賃
収
巾
を
発
行
銀
行
職
能
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
一
三
七
経
営
と
経
済
一
三
入
造
出
し
符
る
も
の
は
・
政
府
と
銀
行
券
発
行
の
権
限
左
右
す
る
中
央
銀
行
と
の
み
に
限
定
せ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。
所
謂
商
業
銀
行
が
、
貨
幣
数
量
の
増
減
の
上
に
、
何
ら
の
影
叩
引
い
を
も
有
す
る
も
の
で
は
注
く
な
る
。
今
日
銀
行
が
貸
出
の
振
替
を
中
心
と
し
て
、
預
金
を
造
り
出
し
て
い
る
乙
と
は
、
と
れ
を
事
実
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ち
問
題
は
、
銀
行
の
信
用
剣
道
な
る
服
能
を
強
調
す
る
の
あ
主
り
、
銀
行
の
能
動
的
業
務
を
以
て
木
質
的
危
職
能
と
し
、
乙
れ
に
よ
ク
て
銀
行
の
概
念
を
規
定
す
る
乙
と
を
符
る
や
否
や
で
あ
る
。
銀
行
の
信
用
創
造
を
め
ぐ
る
問
題
に
ク
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
た
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
k
で
は
多
く
の
文
献
に
づ
い
て
そ
の
紹
介
検
討
は
省
略
す
る
も
、
い
づ
れ
を
以
て
定
説
と
す
る
か
は
、
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
で
あ
乃
う
。
銀
行
が
一
つ
一
の
企
業
と
し
て
経
常
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
九
銀
行
の
受
信
的
業
務
は
、
授
信
的
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
F
段
で
あ
っ
て
、
れ
川
川
保
介
説
の
云
う
如
く
、
受
信
的
業
務
を
以
て
銀
行
の
本
質
的
な
職
能
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
n
ひ
ん
一
じ
く
処
行
が
二
川
的
治
改
在
日
む
上
に
於
て
、
そ
の
一
ク
を
と
っ
て
銀
行
の
目
的
と
す
る
は
妥
当
で
は
な
い
。
伝
川
川
辺
川
に
於
て
も
、
銀
行
の
一
い
問
治
山
の
収
悩
抗
、
例
え
ば
引
金
銀
行
の
行
い
作
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
ク
て
、
す
べ
て
の
銀
行
が
共
一
回
一
に
行
い
符
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
江
味
に
於
て
一
般
的
に
J
長
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
銀
行
の
貸
出
に
よ
巧
て
造
ら
れ
る
預
令
-
は
受
信
的
業
務
で
あ
り
、
銀
行
の
伝
用
例
治
の
前
助
に
於
て
、
受
伝
的
川
社
説
を
似
似
し
狩
る
の
根
拠
は
な
い
。
旦
ク
信
用
創
造
は
、
第
一
次
的
預
金
の
存
在
左
前
提
と
し
て
行
わ
れ
符
る
も
の
で
、
第
一
次
的
預
金
の
存
ホ
左
前
犯
と
す
る
と
と
に
上
っ
て
、
派
生
的
預
金
の
発
生
が
可
能
と
た
る
も
の
で
あ
る
と
乙
ろ
か
ら
、
二
回
的
業
務
の
う
ち
そ
の
一
側
阿
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
と
に
上
ク
て
、
本
質
的
職
能
と
す
る
は
、
妥
当
性
を
欠
ぐ
も
の
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
わ
喝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
口
(
註
2
)
銀
行
の
職
能
を
単
に
、
媒
介
と
見
る
信
用
媒
介
説
を
更
に
一
歩
進
め
て
、
信
用
な
る
概
念
を
用
い
て
、
信
用
代
位
又
は
信
用
置
換
に
そ
の
本
質
的
職
能
を
求
め
ん
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
リ
ー
フ
マ
シ
(
同
・
ピ
R
B
Sロ
)
は
、
銀
行
を
以
て
貨
幣
資
本
の
商
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
ロ
即
ち
商
業
、
が
財
貨
の
蒐
集
、
保
蔵
、
供
給
を
行
う
と
乙
ろ
の
営
利
行
為
で
あ
る
に
対
し
て
、
銀
行
は
貨
幣
資
本
を
蒐
集
し
、
保
政
し
、
供
給
す
る
乙
止
を
任
務
と
す
る
商
業
の
一
八
刀
科
に
相
当
す
る
と
な
し
て
い
る
。
か
く
て
銀
行
は
、
貨
幣
資
本
の
所
有
者
即
ち
債
権
者
に
対
し
て
、
円
巳
の
い
い
用
を
伏
務
者
の
信
用
の
代
り
に
置
換
え
る
。
銀
行
は
貨
幣
裕
一
本
を
蒐
集
す
る
た
め
に
、
債
務
者
の
信
用
の
代
り
に
自
己
の
い
川
を
倒
か
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
信
用
置
換
(
同
円
。
品
目
宮
口
Z
S
C昨
日
。
ロ
)
た
る
語
、
信
用
媒
介
と
云
う
一
一
一
口
実
の
も
ク
欠
陥
を
補
ク
て
、
二
商
に
対
し
て
交
換
取
引
を
行
い
、
し
か
も
銀
行
が
自
己
の
計
算
に
於
て
乙
れ
を
行
う
乙
と
を
意
味
し
て
い
る
。
(
註
3
)
か
く
し
て
信
用
の
置
換
乙
そ
銀
行
の
本
質
的
職
能
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
新
庄
教
授
が
、
「
銀
行
と
は
自
ら
の
創
意
と
計
算
と
を
以
て
、
一
方
に
於
て
れ
金
を
蒐
集
ψ
一
び
に
例
ぷ
し
、
他
方
に
於
て
乙
れ
を
資
金
需
要
者
に
融
通
す
る
信
用
代
位
機
関
な
り
o」
(
註
4
)
と
氾
涜
さ
れ
て
い
る
ω日
川
阪
な
比
例
で
あ
る
n
九
州
以
川
士
山
、
保
行
花
川
て
巾
に
い
川
れ
川
k
k
す
の
み
で
は
見
ら
な
い
。
如
何
な
る
内
容
を
伴
う
信
用
機
関
で
あ
る
か
を
明
か
に
す
お
白
川
一
、
ず
る
口
刊
行
ω川
W
い
か
い
い
川
た
l
九
て
け
ん
る
に
あ
る
と
似
し
で
も
、
た
ど
単
に
信
用
取
引
を
た
す
信
用
機
関
で
あ
る
と
云
う
の
み
で
は
不
十
介
℃
、
如
何
次
九
円
J
V
付
な
伴
う
い
い
い
川
で
あ
る
か
な
川
阪
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
口
信
用
を
与
え
る
者
と
、
乙
れ
を
受
け
る
者
と
の
小
川
に
丸
っ
て
、
同
点
刊
し
ん
じ
間
取
引
を
行
う
と
一
目
う
ωみ
で
は
同
よ
り
足
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
銀
行
を
定
義
し
て
決
金
の
光
山
小
川
し
し
し
、
作
一
令
一
を
以
て
代
幣
そ
の
他
通
常
の
状
態
に
於
て
支
払
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
小
切
手
、
手
形
、
そ
の
他
の
支
払
指
図
書
と
し
、
売
山
川
小
川
公
な
る
詰
を
以
て
、
銀
行
が
中
な
る
肌
介
椛
問
に
点
空
る
も
の
で
な
い
乙
と
を
示
す
と
同
時
に
、
銀
行
の
資
金
造
出
の
職
能
を
あ
ら
わ
さ
れ
符
る
と
さ
れ
て
い
る
。
(
註
5
)
表
現
在
具
に
し
、
そ
の
内
容
に
ク
い
て
若
干
山
内
る
も
の
が
弘
つ
け
ら
れ
る
が
、
以
上
の
外
に
乙
れ
ら
諸
説
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
主
張
が
あ
る
が
、
(
註
6
)
こ
れ
ら
の
主
張
を
概
倒
し
て
、
そ
と
に
見
ら
れ
る
共
通
的
な
も
の
と
し
て
推
察
し
符
る
点
は
、
信
用
媒
介
説
と
信
用
創
造
説
と
の
何
れ
を
も
一
方
的
に
主
侃
す
る
と
と
な
く
、
一
一
一
日
わ
ば
第
三
の
立
場
と
も
一
式
う
べ
き
も
の
の
上
に
立
ク
乙
と
で
あ
る
口
即
ち
銀
行
は
、
現
金
の
需
要
者
と
供
給
者
と
の
問
の
巾
な
る
媒
介
者
で
は
な
い
口
銀
行
は
自
己
の
計
算
に
於
て
、
叉
自
己
の
創
意
に
工
つ
て
な
戸
、
金
を
蒐
集
し
、
造
出
し
、
且
運
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
銀
行
の
行
う
受
信
的
業
務
と
投
信
的
業
務
は
そ
の
何
れ
を
豆
侃
す
べ
き
や
で
た
く
、
両
者
相
侯
っ
て
現
代
銀
行
業
務
の
統
一
的
な
休
系
化
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ク
て
、
信
用
授
受
の
両
面
の
一
体
化
的
職
能
を
銀
行
の
本
質
的
な
職
能
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
口
(芯
1
)
森
川
太
郎
氏
「
銀
行
職
能
論
」
昭
和
十
六
年
、
第
一
章
第
三
節
参
照
(芯
2
)
田
中
金
司
、
新
庄
博
両
氏
共
著
「
銀
行
経
営
論
」
昭
和
十
年
、
一
一
一
一
l
二
四
頁
(山
3
)
岡
山
・
亡
命
「
g
g口
一
国
内
件
。
一
戸
一
関
口
ロ
四
回
ロ
ロ
仏
岡
山
口
g
L
2
5
m
M
ぬ
2
0
H
r岳
民
同
O
P
H
3
r
m
g
H
-
E
ω
銀
行
川
間
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
一
三
九
経
色
と
経
済
一
四
O
(註
4
)
田
中
、
新
陀
同
氏
一
川
沿
♂
二
七
瓦
(註
5
)
高
一
回
目
次
郎
氏
「
伐
行
前
」
昭
和
五
年
、
三
O
瓦、一一一一二
i
三
四
頁
(註
6
)
例
え
ば
山
川
口
次
郎
氏
「
改
訂
銀
行
愉
」
昭
和
五
年
、
二
一
具
、
「
銀
行
と
は
貨
幣
の
需
要
者
と
供
給
者
と
の
問
に
立
ち
、
目
己
の
計
算
に
於
℃
広
く
川
中
川
L
L
い
川
以
引
そ
為
す
そ
治
と
す
る
も
の
を
一
氏
う
」
対・
0
・
ロ
ロ
4
4
司吋巾山、一
C
ロ吋円四
H
d
n
司
同
ロ
門
】
C
3
n出
向
・
ωヨ
凶
巾
門
戸
a
]
{
③
凶
∞
・
。
・
0
宮
内
一
白
回
目
切
告
げ
悶
g
o
r
m
t
.
7
一s
h
p
{
}
一
い
川
水
川
刊
位
氏
「
伐
行
一
川
九
州
」
昭
和
一
一
十
冗
何
十
、
一
六
五
l
一
六
九
只
参
照
、
銀
行
の
機
能
を
分
け
て
原
始
機
能
(
第
一
次
的
な
機
能
)
と
、
こ
れ
か
ら
派
叫
す
右
派
山
れ
山
(
列
二
次
的
川
次
的
側
印
)
と
し
、
一
川
清
に
銀
行
の
木
戸
質
的
な
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
は
貨
幣
流
通
機
能
と
金
融
搬
出
土
の
二
つ
が
あ
る
L
し
さ
れ
る
口
し
か
し
「
銀
行
一
取
引
の
本
一
仇
'
作
、
れ
併
取
引
と
貸
付
取
引
と
の
一
体
化
的
結
合
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
れ
川
合
の
方
向
に
mv一
一
の
れ
防
止
f
認
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
で
お
ら
う
か
。
汲
行
は
位
併
取
引
を
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
貸
付
取
引
に
用
い
る
た
め
の
白
金
そ
形
成
す
る
。
山
一
に
云
え
ば
、
貸
付
取
引
の
た
め
の
白
金
か
ん
形
成
す
る
た
め
に
、
貨
幣
取
引
を
営
ん
で
い
る
口
貸
付
資
本
形
成
の
機
出
が
‘
口
昨
流
泊
脈
問
と
金
融
腕
能
と
の
間
に
介
在
し
、
こ
れ
を
結
合
し
て
一
体
化
の
川
町
釈
と
し
て
の
銀
行
本
来
の
機
能
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
ロ
:
:
・
:
:
二
つ
の
原
始
機
能
の
接
点
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
の
飢
行
問
問
に
結
合
寸
る
と
い
う
芯
味
か
ら
、
貸
付
資
本
形
成
と
一
式
う
派
生
機
能
子
特
別
に
高
調
す
る
と
と
は
、
許
さ
れ
ζ
も
よ
い
と
と
の
よ
う
に
忠
う
」
L
L
D
五
銀
行
が
経
済
制
度
の
上
に
於
け
る
一
つ
の
機
関
で
あ
る
以
上
、
銀
行
の
研
究
が
経
済
的
な
理
論
の
側
面
よ
り
た
さ
る
べ
き
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
銀
行
が
法
律
に
よ
ク
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
概
念
を
理
解
し
て
ゆ
く
上
に
於
て
、
法
律
上
の
規
定
に
ク
い
て
も
一
応
参
考
と
し
て
、
我
同
に
が
、
け
る
場
合
を
考
察
し
工
う
円
吹
川
に
於
て
私
立
銀
行
に
関
す
る
法
律
と
し
て
始
め
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
三
年
に
於
け
る
銀
行
条
例
(
明
治
二
十
六
年
実
加
)
亡
わ
る
n
と
れ
に
よ
ク
て
銀
行
の
組
織
、
業
態
が
規
制
さ
れ
た
口
第
一
次
大
戦
後
の
金
融
恐
慌
及
び
関
東
大
震
災
等
を
契
機
と
し
て
押
川
刊
行
制
皮
ω改
本
が
問
問
と
さ
れ
る
に
五
ク
て
、
乙
れ
に
応
や
る
銀
行
法
が
昭
和
二
年
三
月
(
昭
和
三
年
一
月
一
日
実
施
)
に
公
布
さ
れ
た
。
(
詰
1
)
銀
行
法
は
所
謂
普
通
銀
行
を
規
制
す
る
法
作
で
あ
る
。
我
国
の
普
通
銀
行
は
民
間
の
一
商
業
金
融
機
関
に
し
て
、
そ
の
性
格
は
欧
米
に
於
け
る
預
金
銀
行
又
は
商
業
銀
行
に
測
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
貯
蓄
的
な
預
金
の
蒐
集
、
或
は
長
期
次
八
金
の
供
給
・
工
業
金
融
等
を
も
或
る
引
い
山
氏
行
う
も
ωで
純
作
K
M公
民
行
と
は
川
北
る
も
の
で
あ
る
。
と
れ
は
我
国
銀
行
制
度
の
上
に
於
け
る
一
ク
の
特
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
咋
泊
伐
行
は
代
川
銀
行
制
ぃ
院
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
も
の
で
、
乙
れ
を
規
制
す
る
も
の
が
銀
行
法
で
あ
り
、
.
銀
行
一
般
に
川
ず
る
川
市
訟
で
は
以
い
口
乙
の
立
味
で
「
持
活
銀
行
法
」
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
日
刊
は
行
法
ω川
り
る
刈
え
は
次
の
如
く
で
あ
る
白
第
一
条
左
ニ
出
グ
ル
業
務
ヲ
営
ム
モ
ノ
ハ
之
ヲ
銀
行
t
ス
一
預
金
ノ
受
入
f
金
銭
ノ
貸
付
又
ハ
手
形
ノ
訓
引
T
ヲ
併
セ
為
ス
コ
f
二
為
替
取
引
ヲ
為
ス
コ
T
営
業
f
シ
テ
預
金
ノ
受
入
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
之
ヲ
銀
行
T
者
倣
ス
第
五
条
銀
行
ハ
担
保
附
社
債
信
託
法
ニ
伏
リ
担
保
附
社
債
ニ
関
ス
ル
信
託
業
ヲ
営
ミ
又
ハ
保
護
預
り
其
ノ
他
ノ
銀
行
業
ニ
附
随
ス
ル
業
務
ヲ
営
ム
ノ
外
他
ノ
業
務
ヲ
営
ム
コ
T
ヲ
符
ズ
と
の
条
文
は
、
銀
行
法
の
う
ち
銀
行
の
実
質
的
規
定
を
な
す
も
の
で
、
法
制
面
か
ら
す
る
銀
行
の
定
義
で
あ
り
、
銀
行
業
務
に
関
す
る
規
定
で
、
所
謂
主
要
業
務
と
附
随
業
務
と
が
生
宇
る
。
現
在
銀
行
の
行
う
附
随
業
務
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
う
。
保
詫
預
り
両
替
地
金
銭
の
売
買
有
価
証
券
の
引
受
、
売
買
、
貸
付
(
但
し
引
受
、
売
買
に
つ
い
て
お
託
券
取
引
法
に
よ
る
制
限
が
あ
る
)
官
金
、
公
金
、
諸
会
社
の
金
銭
出
納
取
扱
い
他
金
融
機
関
の
業
務
代
理
銀
行
職
能
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
四
経
告
と
経
済
債
務
の
保
証
、
手
形
の
引
受
信
用
状
に
関
す
る
業
務
備
銀
行
を
経
営
す
る
に
は
主
務
(
大
蔵
)
大
臣
の
免
詐
を
要
し
(
第
二
条
)
、
性
本
金
は
百
万
円
以
上
(
指
定
地
枚
た
る
京
京
及
び
大
阪
に
本
支
応
を
有
す
る
場
合
は
二
百
万
円
以
上
)
に
じ
て
、
株
式
組
織
た
る
乙
と
を
条
件
と
し
(
第
三
条
)
、
且
ク
附
号
小
に
銀
行
な
る
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
四
条
。
)
(註
1
)
全
文
四
包
免
か
ら
な
り
補
足
制
定
と
し
て
「
銀
行
法
施
行
細
則
」
が
あ
る
。
又
我
闘
で
は
大
正
十
年
四
月
に
貯
蓄
銀
行
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
貯
許
制
行
栄
一
川
と
古
川
以
行
栄
お
と
が
分
附
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
「
昔
、
足
銀
行
等
ノ
貯
蓄
銀
行
業
務
又
ハ
信
託
業
務
米
首
mJ-
一
閃
ス
ル
玖
作
」
(
同
和
十
八
年
三
月
)
に
よ
り
、
米
自
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
結
呆
、
普
坦
銀
行
へ
の
合
併
、
或
い
は
兼
自
背
泊
処
り
へ
の
収
間
に
よ
っ
τ川
市
川
行
以
川
バ
し
た
。
向
従
来
官
一
山
以
行
以
外
に
特
別
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
た
所
詞
特
殊
銀
行
の
う
ち
、
山
代
に
内
存
し
た
も
の
い
け
木
山
行
、
日
・
一
品
川
荒
川
υ、
日
・
川
市
川
栄
川
凶
行
、
北
海
辺
拓
殖
銀
行
で
あ
る
が
、
日
本
銀
行
を
除
い
て
昭
和
二
十
五
年
一
一
一
月
刊
川
悦
行
作
い
は
川
此
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
℃
日
本
一
山
来
以
行
及
び
北
海
辺
拓
殖
銀
行
は
預
金
銀
行
化
の
方
向
を
辿
り
、
日
本
川
渋
川
行
の
み
円
い
九
州
金
川
山
川
と
し
て
比
っ
た
が
、
m和
.
一
十
七
年
六
月
公
布
の
い
に
則
一
一
い
間
以
行
法
に
基
づ
い
℃
こ
れ
に
移
行
し
た
白
か
く
℃
民
川
銀
行
は
銀
行
法
に
以
づ
く
銀
行
と
、
長
期
日
川
旧
民
一
行
(
羽
小
山
川
以
と
附
和
二
七
年
ご
一
月
設
立
さ
れ
た
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
ニ
行
)
と
に
分
類
し
得
る
。
信
政
府
金
融
機
関
と
し
て
日
本
開
発
銀
行
(
昭
和
一
一
六
年
間
片
山
立
)
及
び
日
本
州
出
入
銀
行
(
始
め
日
本
輸
出
銀
行
と
し
て
昭
和
二
五
年
一
二
月
設
立
さ
れ
、
二
七
年
四
月
日
本
輸
出
入
銀
行
に
山
制
さ
れ
た
口
)
が
夫
々
単
独
立
法
の
下
に
設
立
さ
れ
た
。
更
に
広
義
に
於
い
て
は
銀
行
業
の
規
制
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
法
規
と
し
て
、
山
比
一
の
以
行
法
及
び
長
期
信
用
銀
行
法
の
外
に
、
貯
苫
銀
行
法
(
大
E
十
年
四
月
)
、
信
託
業
法
(
大
正
十
一
年
四
月
)
、
相
互
銀
行
法
(
昭
和
二
十
六
年
六
月
)
、
信
用
金
庫
法
(
昭
和
二
十
六
年
六
月
)
が
あ
る
。
-L・ノ、
保
行
ω川
口
む
初
淀
川
州
に
は
如
何
な
る
税
別
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
口
従
米
行
わ
れ
て
き
た
区
別
と
し
て
、
普
通
一
般
に
銀
行
業
務
を
規
則
的
主
均
し
し
.
小
川
川
的
治
政
令
。
悶
ロ
5
5
F
昨
日
間
己
防
お
の
2
岳
山
内
件
。
〉
と
に
、
或
は
主
要
業
務
と
附
随
業
務
(
国
ωロ℃仲間
2
岳
防
止
F
Z
o
σ
g
-
m
O
2志
向
。
と
に
令
け
て
い
る
。
規
則
的
業
務
或
は
主
要
業
務
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
銀
行
業
務
の
中
枢
を
た
し
、
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
対
し
、
不
規
則
的
業
務
或
は
附
随
業
務
は
、
従
民
的
た
業
務
に
過
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
口
(
註
1
)
規
則
的
業
務
或
は
主
碍
業
務
は
、
児
に
件
、
令
一
花
受
入
れ
る
河
と
之
を
供
与
す
る
商
と
か
ら
、
受
動
的
業
務
左
能
効
的
業
務
、
若
く
は
受
伝
的
立
政
'r
一
校
一
行
川
的
小
川
内
川
(
司
ωωω
守
m
g
n
F以
内
神
戸
〉
宏
一
4
m
g各
氏
。
と
に
介
ち
符
る
。
具
体
的
に
云
え
ば
前
者
の
業
務
は
預
金
の
受
入
れ
、
仙
人
公
、
保
行
以
の
発
行
年
で
あ
り
、
後
汗
の
そ
れ
は
、
子
形
制
引
、
諸
貸
付
、
証
券
投
狗
等
で
あ
る
。
(
註
2
)
し
か
し
乍
ら
か
‘
ふ
る
外
川
に
川
町
て
弘
、
例
、
何
人
…
以
交
一
日
的
小
一
小
、
一
げ
に
入
れ
ム
れ
る
引
金
、
銀
行
券
の
発
行
或
い
は
債
券
の
発
行
等
は
そ
の
業
務
の
性
質
上
か
な
り
の
川
県
が
あ
る
n
銀
行
券
の
発
行
、
叉
防
貸
出
に
上
Z
M余
の
例
設
等
所
謂
造
出
塗
金
は
、
既
存
の
斡
(
金
の
受
入
れ
で
は
な
く
、
新
た
に
泊
加
し
た
ル
円
余
冶
出
で
あ
ク
て
、
通
常
の
預
金
'
ど
は
性
司
令
一
共
に
す
る
も
の
で
単
一
に
は
論
、
ぜ
ら
れ
友
い
口
(
註
3
)
従
っ
て
以
上
の
区
別
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
介
類
用
語
で
は
あ
る
が
絶
対
的
た
も
の
と
は
言
い
得
た
い
。
銀
行
業
務
の
区
介
に
ク
い
て
は
、
多
く
の
学
者
に
工
ク
て
試
み
ら
れ
て
訟
り
、
(
註
4
)
そ
の
令
類
の
仕
方
に
上
っ
て
そ
の
何
れ
の
業
務
に
重
点
が
長
か
れ
る
か
に
工
っ
て
、
銀
行
に
も
介
業
を
生
じ
、
銀
行
の
種
類
が
成
立
す
る
と
と
に
た
る
。
高
垣
博
士
は
資
金
造
出
の
銀
行
業
務
に
於
け
る
重
要
性
か
ら
、
そ
れ
を
銀
行
業
務
の
上
で
泊
当
た
地
位
を
与
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
次
の
如
く
介
類
さ
れ
る
口
(註
5
)
第
一
、
資
金
の
吸
収
に
関
す
る
業
務
、
第
二
、
約
一
令
一
の
例
設
に
関
す
る
業
務
、
第
三
、
性
金
の
放
散
に
関
す
る
業
務
、
第
四
、
そ
の
他
の
業
務
に
四
大
別
す
る
。
か
1
A
る
介
類
に
工
っ
て
預
金
及
び
伏
券
の
発
行
は
第
一
の
業
務
に
、
銀
行
券
の
発
行
及
び
振
替
預
金
の
創
設
は
第
二
の
業
務
に
、
手
形
割
引
、
貸
付
、
放
資
は
第
三
の
業
務
に
夫
え
お
す
る
乙
と
に
た
る
。
尚
第
四
の
業
務
は
為
替
業
務
、
手
形
引
受
、
代
金
取
立
及
び
代
理
支
払
業
務
、
保
護
預
り
、
有
価
証
券
の
受
託
売
買
及
び
信
託
業
務
等
で
あ
る
。7
 
倫
銀
行
取
引
の
・
本
吹
か
ら
貨
幣
流
通
取
引
、
金
融
取
引
(
貸
付
取
引
)
、
そ
の
他
の
取
引
に
三
区
令
し
、
そ
と
か
ら
銀
行
取
引
の
具
体
的
た
分
け
方
を
さ
れ
て
い
る
も
の
に
高
木
教
授
が
あ
る
白
(
註
6
)
即
ち
貨
幣
流
通
取
引
は
貨
幣
の
流
通
を
管
理
し
、
媒
介
し
、
促
進
す
る
と
と
ろ
の
取
引
で
、
具
体
的
に
は
、
(
1
)
預
金
取
引
(
2
)
銀
行
券
取
引
〈
3
)
送
金
、
両
替
、
代
金
取
立
、
代
理
支
払
、
地
金
売
買
等
を
包
含
す
る
。
金
融
取
引
は
能
動
的
貸
付
取
引
と
受
動
的
貸
付
取
引
と
に
八
刀
れ
、
前
者
に
属
す
る
も
の
は
、
コ
ー
ル
・
ロ
l
y
、
諸
貸
付
、
手
形
割
引
、
証
券
投
資
等
で
あ
り
、
借
入
金
、
銀
行
債
は
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
取
引
と
し
て
保
護
預
り
、
証
銀
行
職
能
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
一
四
三
経
色
と
経
済
一
四
四
券
受
託
売
買
等
が
あ
る
。
(
註
1
)
銀
行
の
和
知
の
異
な
る
に
土
っ
て
そ
の
主
再
業
務
は
異
な
る
。
例
へ
ば
為
替
業
務
は
為
替
銀
行
に
つ
い
て
見
れ
ば
主
引
業
務
と
な
る
が
、
そ
の
仙
の
保
行
に
於
て
は
普
通
附
開
業
務
で
あ
る
。
叉
銀
行
券
の
発
行
業
務
に
つ
い
て
云
え
ば
、
そ
れ
は
中
央
銀
行
に
と
っ
て
は
主
羽
詰
務
で
あ
る
が
、
そ
の
仙
の
銀
行
に
於
て
は
銀
行
券
の
発
行
は
認
め
ら
れ
な
い
ロ
銀
行
に
於
け
る
分
業
の
結
果
、
或
る
銀
行
に
と
っ
て
は
主
郭
業
務
で
あ
っ
て
も
、
仙
の
銀
行
に
と
っ
て
は
然
ら
ず
、
mに
附
開
業
務
で
あ
る
や
も
知
れ
ず
、
従
っ
て
こ
れ
は
一
応
の
分
け
方
に
担
F
ず
、
絶
対
的
な
窓
味
を
持
つ
も
の
と
は
云
い
得
な
い
で
あ
ら
う
口
(九州
2
)
山
町
廿
一
次
郎
氏
「
銀
行
愉
」
昭
和
冗
年
、
六
一
丸
、
服
部
文
四
郎
氏
「
銀
行
原
論
」
大
E
四
年
、
九
七
!
九
入
頁
、
丹
後
段
二
郎
氏
「
銀
行
論
」
昭
和
九
年
、
一
二
i
一
三
瓦
、
古
木
作
三
氏
「
改
訂
銀
行
論
」
昭
和
十
年
、
一
二
四
l
一
一
一
入
頁
・
0
・
4
-
w
z
-
5
1
C
S詰
g
t
R
巴
ぽ
仏
2
・
窓
口
宮
同
月
色
p
s
f
-
5
M
M
-
m・
ロ
・
貯
に
凡
ら
れ
る
見
併
で
あ
る
D
(刊
3
)
竹
川
州
日
次
郎
氏
「
銀
行
愉
」
昭
和
沢
年
、
三
入
口
点
郎
、
日
ホ
帆
哉
氏
「
銀
行
一
地
論
」
昭
和
二
王
年
、
官
ハ
頁
参
院
(計
4
〕
日
中
小
氏
一
川
山
内
、
卯
一
m
M
A
U
/
郎
(討
5
J
市
川
氏
一
川
拍
丹
、
三
九
瓦
(註
6
)
高
木
氏
前
拘
引
い
、
一
一
l
三
五
瓦
